
田村虎蔵作品集
～おなじみの作品から知られざる名曲まで～



明治 6年 5月 24日、鳥取県岩美郡馬場村（現･岩美町馬場）に生まれる。
明治 25年、鳥取県尋常師範学校を卒業し、東京音楽学校に入学。
卒業後は兵庫県尋常師範学校助教諭、東京高等師範学校附属小学校訓
導、東京音楽学校助教授などを歴任する。
それまで学校で教えられていた美文調の難解な曲に疑問を持ち、子ど
もの歌は子どもの言葉で、歌いやすい音域、歌って楽しくなるような
旋律でなければならないとの信念を持つに至る。同じ小学校の同僚だっ
た石原和三郎や、東京音楽学校の納所弁次郎とともに、子どもの目線
に立った「言文一致唱歌」の推進を図る。納所との共編により『幼年唱歌』
など数多くの教科書を出版し、児童の音楽教育に大きな影響を与えた。
大正 11 年には文部省の命で、アメリカやヨーロッパ各地に赴き、約一
年半の間、音楽視察を行う。帰国後は児童の発声方法の改善や鑑賞教
育の推進を行い、東京市視学として行政面でも手腕を発揮した。
昭和 18 年に逝去するまで、全国各地で唱歌の講演会を行うなど、我が
国の音楽教育の発展に尽力した。
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大黒様 石原和三郎　作詞
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金太郎 石原和三郎　作詞
田村　虎蔵　作曲
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舌切雀 石原和三郎　作詞
田村　虎蔵　作曲
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花咲爺 石原和三郎　作詞
田村　虎蔵　作曲
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花
咲
爺

石
原
和
三
郎　

作
詞

裏
の
畑
で　

ポ
チ
が
啼
く

正
直
爺
さ
ん　

堀
っ
た
れ
ば
、

大
判
小
判
が　

ザ
ク
ザ
ク
ザ
ク
ザ
ク
。

意
地
悪
爺
さ
ん　

ポ
チ
借
り
て
、

裏
の
畑
を　

堀
っ
た
れ
ば
、

瓦
や
瀬
戸
か
け
、　

ガ
ラ
ガ
ラ
ガ
ラ
ガ
ラ
。

正
直
爺
さ
ん　

臼
掘
っ
て
、

そ
れ
で
餅
を　

搗
い
た
れ
ば
、

又
ぞ
ろ
小
判
が
、
ザ
ク
ザ
ク
ザ
ク
ザ
ク
。

意
地
悪
爺
さ
ん　

臼
借
り
て
、

そ
れ
で
餅
を　

搗
い
た
れ
ば
、

又
ぞ
ろ
瀬
戸
か
け
、ガ
ラ
ガ
ラ
、ガ
ラ
ガ
ラ
。

正
直
爺
さ
ん　

灰
ま
け
ば
、

花
は
咲
い
た　

枯
枝
に
、

褒
美
は
沢
山
、
お
倉
に
一
ぱ
い
。

意
地
悪
爺
さ
ん　

灰
ま
け
ば
、

殿
様
の
目
に　

そ
れ
が
入
り

と
う
と
う
牢
屋
に　

繋
が
れ
ま
し
た
。

　

　

一
、

二
、

三
、

四
、

五
、

六
、

5

大
黒
様

石
原
和
三
郎　

作
詞

大
き
な
袋
を　

肩
に
か
け
、

大
黒
様
が　

来
か
か
る
と
、

こ
こ
に
因
幡
の　

白
兎
、

皮
を
剥
か
れ
て　

赤
裸
。

大
黒
様
は　

憐
れ
が
り
、

綺
麗
な
水
に　

身
を
洗
い
、

蒲
の
穂
綿
に　

く
る
ま
れ
と
、

よ
く
よ
く
教
え
て　

や
り
ま
し
た
。

大
黒
様
の　

云
う
通
り
、

綺
麗
な
水
に
身
を
洗
い
、

蒲
の
穂
綿
に　

く
る
ま
れ
ば
、

兎
は
も
と
の　

白
兎
。

大
黒
様
は　

誰
だ
ろ
う
、

大
国
主
の　

尊
と
て
、

国
を
開
き
て　

世
の
人
を
、

助
け
な
さ
れ
た　

神
様
よ
。

　

　

一
、

二
、

三
、

四
、



一寸法師 巌谷　小波　作詞
田村　虎蔵　作曲
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一
寸
法
師

巌
谷　

小
波　

作
詞

指
に
足
り
な
い　

一
寸
法
師
、

小
さ
い
体
に　

大
き
な
望
み
、

お
椀
の
舟
に　

箸
の
櫂
、

京
へ
は
る
ば
る　

上
り
行
く
。

京
は
三
条
の　

大
臣
殿
に
、

抱
え
ら
れ
た
る　

一
寸
法
師
、

法
師
・
法
師
と　

お
気
に
入
り
、

姫
の
お
伴
で　

清
水
へ
。

さ
て
も
帰
り
の　

清
水
坂
に
、

鬼
が
一
匹　

現
れ
出
で
て
、

食
っ
て
か
か
れ
ば　

そ
の
口
へ
、

法
師
た
ち
ま
ち　

躍
り
込
む
。

針
の
太
刀
を
ば　

逆
手
に
持
っ
て
、

ち
く
り
ち
く
り
と　

腹
中
突
け
ば
、

鬼
は
法
師
を　

吐
き
出
し
て
、

一
生
懸
命　

逃
げ
て
行
く
。

鬼
が
忘
れ
た　

打
出
の
小
槌
、

打
て
ば
不
思
議
や　

一
寸
法
師
、

一
打
毎
に　

背
が
伸
び
て
、

今
は
立
派
な　

大
男
。

　

　

一
、

二
、

三
、

四
、

五
、

舌
切
雀

石
原
和
三
郎　

作
詞

正
直
爺
さ
ん　

杖
を
突
い
て
、　

舌
切
雀
、
お
宿
は
ど
こ
か
。

「
宿
は
こ
こ
よ
、
チ
ェ
ッ
チ
ェ
ッ
チ
ェ
。」

軽
い
葛
籠
を　

貰
っ
て
帰
り
、

開
い
て
見
た
ら
、
出
た
わ
出
た
わ
、

金
・
銀
・
珊
瑚
の
、
宝
物
。

　
欲
深
婆
さ
ん　

杖
を
突
い
て
、

舌
切
雀
、
お
宿
は
ど
こ
か
。

「
宿
は
こ
こ
よ
、
チ
ェ
ッ
チ
ェ
ッ
チ
ェ
。」

重
い
葛
籠
を　

貰
っ
て
帰
り
、

開
い
て
見
た
ら
、
出
た
わ
出
た
わ
、

蛇
・
蜂
・
百
足
の
、
怖
い
も
の
。

　

　

一
、

二
、

三
、

四
、

金
太
郎

石
原
和
三
郎　

作
詞

鉞
か
つ
い
で　

金
太
郎
、

熊
に
ま
た
が
り　

お
馬
の
け
い
こ
。

ハ
イ
シ
イ
、
ド
ウ
ド
ウ
、
ハ
イ
ド
ウ
ド
ウ
、

ハ
イ
シ
イ
、
ド
ウ
ド
ウ
、
ハ
イ
ド
ウ
ド
ウ
。

足
柄
山
の　

山
奥
で
、

け
だ
も
の
集
め
て　

相
撲
の
け
い
こ
。

ハ
ッ
ケ
、
ヨ
イ
ヨ
イ
、
の
こ
っ
た
、

ハ
ッ
ケ
、
ヨ
イ
ヨ
イ
、
の
こ
っ
た
。

　

　

一
、

二
、

7

ま
さ
か
り

つ
づ
ら



海辺　　　　　　蘆田恵之助　･･･　20

蝉　　　　　　　石原和三郎　･･･　22

しゃぼん玉　　　蘆田恵之助　･･･　23
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汽車　　　　　　石原和三郎　･･･　32

大江山　　　　　石原和三郎　･･･　34

大寒小寒　　　　石原和三郎　･･･　36

浦島太郎 石原和三郎　作詞
田村　虎蔵　作曲

浦
島
太
郎

石
原
和
三
郎　

作
詞

昔
　々

浦
島
は
、

子
供
の
な
ぶ
る　

亀
を
見
て
、

あ
わ
れ
と
思
い　

買
い
と
り
て
、

深
き
淵
へ
ぞ　

放
ち
け
る
。

あ
る
日
大
き
な　

亀
が
出
て
、

も
う
し
も
う
し　

浦
島
さ
ん
、

龍
宮
と
い
う　

良
い
所
、

そ
こ
へ
案
内　

い
た
し
ま
し
ょ
う
。

浦
島
太
郎
は　

亀
に
乗
り
、

波
の
上
や
ら　

海
の
底
、

鯛
・
鮪
・
平
目
、
鰹
・
鯖
、

群
が
る
な
か
を　

分
け
て
ゆ
く
。

見
れ
ば
驚
く　

唐
門
や
、

珊
瑚
の
柱　

硨
磲
の
屋
根
、

真
珠
や
瑠
璃
で　

飾
り
た
て
、

夜
も
輝
く　

奥
御
殿
。

乙
姫
様
に　

従
い
て
、

浦
島
太
郎
は　

三
年
を
、

龍
宮
城
で　

暮
す
う
ち
、

わ
が
家
恋
し
く　

な
り
に
け
り
。

帰
り
て
見
れ
ば　

家
も
な
し
、

こ
れ
は
不
思
議
と　

玉
手
箱
、

開
け
ば
白
き　

煙
が
立
ち
、

白
髪
の
爺
と　

な
り
に
け
り
。

四
、

五
、

六
、
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浦
島
太
郎

石
原
和
三
郎　

作
詞

昔
　々

浦
島
は
、

子
供
の
な
ぶ
る　

亀
を
見
て
、

あ
わ
れ
と
思
い　

買
い
と
り
て
、

深
き
淵
へ
ぞ　

放
ち
け
る
。

あ
る
日
大
き
な　

亀
が
出
て
、

も
う
し
も
う
し　

浦
島
さ
ん
、

龍
宮
と
い
う　

良
い
所
、

そ
こ
へ
案
内　

い
た
し
ま
し
ょ
う
。

浦
島
太
郎
は　

亀
に
乗
り
、

波
の
上
や
ら　

海
の
底
、

鯛
・
鮪
・
平
目
、
鰹
・
鯖
、

群
が
る
な
か
を　

分
け
て
ゆ
く
。

　

　

一
、

二
、

三
、

し
ゃ
こ

見
れ
ば
驚
く　

唐
門
や
、

珊
瑚
の
柱　

硨
磲
の
屋
根
、

真
珠
や
瑠
璃
で　

飾
り
た
て
、

夜
も
輝
く　

奥
御
殿
。

乙
姫
様
に　

従
い
て
、

浦
島
太
郎
は　

三
年
を
、

龍
宮
城
で　

暮
す
う
ち
、

わ
が
家
恋
し
く　

な
り
に
け
り
。

帰
り
て
見
れ
ば　

家
も
な
し
、

こ
れ
は
不
思
議
と　

玉
手
箱
、

開
け
ば
白
き　

煙
が
立
ち
、

白
髪
の
爺
と　

な
り
に
け
り
。

四
、

五
、

六
、

け
む

9

し
び



虫の楽隊 桑田　春風　作詞
田村　虎蔵　作曲

虫
の
楽
隊

桑
田　

春
風　

作
詞

千
草
八
千
草　

乱
れ
咲
き
て
、

花
を
褥
の　

夢
お
も
し
ろ
と
、

自
ら
な
る
虫
の
声
ご
え
。

チ
ン
チ
ロ
リ
ン
、　

チ
ン
チ
ロ
リ
ン
、

ス
イ
ッ
チ
ョ
、　

ス
イ
ッ
チ
ョ
、

ガ
シ
ャ
ガ
シ
ャ　

ガ
シ
ャ
ガ
シ
ャ

ガ
シ
ャ
ガ
シ
ャ　

ガ
シ
ャ
ガ
シ
ャ

月
あ
る
夜
半
は
、

秋
の
野
も
せ
の　

楽
隊
お
か
し
。

鈴
虫
・
松
虫
・
轡
虫
や
、

こ
お
ろ
ぎ
・
馬
追
・
鐘
つ
き
虫
の
、

節
も
様
ざ
ま　

歌
に
囃
子
に
。

チ
ン
チ
ロ
リ
ン
、
チ
ン
チ
ロ
リ
ン
、

ス
イ
ッ
チ
ョ
、　

ス
イ
ッ
チ
ョ
、

ガ
シ
ャ
ガ
シ
ャ　

ガ
シ
ャ
ガ
シ
ャ

ガ
シ
ャ
ガ
シ
ャ　

ガ
シ
ャ
ガ
シ
ャ
。

風
な
き
夜
半
は
、　

秋
の
野
も
せ
の　

楽
隊
お
か
し
。

青
葉
の
笛
（
敦
盛
と
忠
度
）

大
和
田
建
樹　

作
詞

一
の
谷
の
、
軍
破
れ
、

討
た
れ
し
平
家
の
、
公
達
あ
わ
れ
。

暁
寒
き
、
須
磨
の
嵐
に
、

聞
え
し
は
こ
れ
か
、
青
葉
の
笛
。

更
く
る
夜
半
に
、
門
を
敲
き
、

わ
が
師
に
託
せ
し
、
言
の
葉
あ
わ
れ
。

今
わ
の
際
ま
で
、
持
ち
し
箙
に
、

残
れ
る
は
「
花
や
、
今
宵
」
の
歌
。
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し
と
ね

虫
の
楽
隊

桑
田　

春
風　

作
詞

千
草
八
千
草　

乱
れ
咲
き
て
、

花
を
褥
の　

夢
お
も
し
ろ
と
、

自
ら
な
る
虫
の
声
ご
え
。

チ
ン
チ
ロ
リ
ン
、　

チ
ン
チ
ロ
リ
ン
、

ス
イ
ッ
チ
ョ
、　

ス
イ
ッ
チ
ョ
、

ガ
シ
ャ
ガ
シ
ャ　

ガ
シ
ャ
ガ
シ
ャ

ガ
シ
ャ
ガ
シ
ャ　

ガ
シ
ャ
ガ
シ
ャ

月
あ
る
夜
半
は
、

秋
の
野
も
せ
の　

楽
隊
お
か
し
。

鈴
虫
・
松
虫
・
轡
虫
や
、

こ
お
ろ
ぎ
・
馬
追
・
鐘
つ
き
虫
の
、

節
も
様
ざ
ま　

歌
に
囃
子
に
。

チ
ン
チ
ロ
リ
ン
、
チ
ン
チ
ロ
リ
ン
、

ス
イ
ッ
チ
ョ
、　

ス
イ
ッ
チ
ョ
、

ガ
シ
ャ
ガ
シ
ャ　

ガ
シ
ャ
ガ
シ
ャ

ガ
シ
ャ
ガ
シ
ャ　

ガ
シ
ャ
ガ
シ
ャ
。

風
な
き
夜
半
は
、　

秋
の
野
も
せ
の　

楽
隊
お
か
し
。

　

　

一
、

二
、

お
の
ず

よ
わ

く
つ
わ
む
し

よ
わ

青
葉
の
笛
（
敦
盛
と
忠
度
）

大
和
田
建
樹　

作
詞

一
の
谷
の
、
軍
破
れ
、

討
た
れ
し
平
家
の
、
公
達
あ
わ
れ
。

暁
寒
き
、
須
磨
の
嵐
に
、

聞
え
し
は
こ
れ
か
、
青
葉
の
笛
。

更
く
る
夜
半
に
、
門
を
敲
き
、

わ
が
師
に
託
せ
し
、
言
の
葉
あ
わ
れ
。

今
わ
の
際
ま
で
、
持
ち
し
箙
に
、

残
れ
る
は
「
花
や
、
今
宵
」
の
歌
。

　

　

一
、

二
、

11

い
く
さ

き
ん
だ
ち

き
こ

ふ

よ
わ

か
ど

た
た

え
び
ら



青葉の笛（敦盛と忠度） 大和田建樹　作詞
田村　虎蔵　作曲
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妙義山 大和田建樹　作詞
田村　虎蔵　作曲
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兎 石原和三郎　作詞
田村　虎蔵　作曲
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お雛様 田邊友三郎　作詞
田村　虎蔵　作曲
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見
れ
ば
驚
く　

唐
門
や
、

珊
瑚
の
柱　

硨
磲
の
屋
根
、

真
珠
や
瑠
璃
で　

飾
り
た
て
、

夜
も
輝
く　

奥
御
殿
。

乙
姫
様
に　

従
い
て
、

浦
島
太
郎
は　

三
年
を
、

龍
宮
城
で　

暮
す
う
ち
、

わ
が
家
恋
し
く　

な
り
に
け
り
。

帰
り
て
見
れ
ば　

家
も
な
し
、

こ
れ
は
不
思
議
と　

玉
手
箱
、

開
け
ば
白
き　

煙
が
立
ち
、

白
髪
の
爺
と　

な
り
に
け
り
。

虹 蘆田恵之助　作詞
田村　虎蔵　作曲

兎

石
原
和
三
郎　

作
詞

「 

兎　

兎
、
兎
さ
ん

  

お
前
の
耳
は
、　

  

ど
う
し
て
そ
ん
な
に
長
い
の
。」

「 

耳
よ
耳
よ
、　

わ
た
し
の
耳
は
、

  

か
す
か
な
音
も
、　

聞
え
る
た
め
に
」

「 

兎　

兎
、　

兎
さ
ん
、

  

お
前
の
毛
色
は
、

  

ど
う
し
て
そ
ん
な
に
変
る
の
。」

「 

毛
色
よ
色
よ
、　

わ
た
し
の
色
は
、

  

野
山
や
草
木
に
、　

紛
れ
る
た
め
に
。」

「 

兎　

兎　

兎
さ
ん
、

  

お
前
の
前
足
、

  

ど
う
し
て
そ
ん
な
に
短
い
の
。」

「 

足
よ
足
よ
、　

わ
た
し
の
足
は
、

  

険
し
い
坂
も
、　

駈
け
上
る
た
め
。」

虹

蘆
田
恵
之
助　

作
詞

夕
立
晴
れ
て　

虹
が
出
た
。

虹
は
反
橋
、　

色
七
色
で
、

川
や
小
山
を　

跨
い
で
か
か
る
、

さ
て
も
あ
の
橋　

誰
が
か
け
た
。

夕
日
が
さ
し
て　

虹
が
出
た
。

虹
は
長
帯
、　

色
七
色
で
、

森
や
野
原
を　

束
ね
た
様
に
、

さ
て
も
あ
の
帯　

誰
が
織
っ
た
。

妙
義
山

大
和
田
建
樹　

作
詞

峨
々
た
る
巌
、　

連
り
て
、

虚
空
に
峙
つ
、　

妙
義
山
。

夏
来
て
聞
け
ば
、　

時
鳥
、

麓
の
若
葉
の
、　

陰
に
鳴
く
。

石
門
高
く
、　

白
雲
の
、

絶
間
に
開
く
る
、　

妙
義
山
。

冬
来
て
見
れ
ば
、　

降
る
雪
に
、

巌
も
枯
木
も
、　

花
ぞ
咲
く
。
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見
れ
ば
驚
く　

唐
門
や
、

珊
瑚
の
柱　

硨
磲
の
屋
根
、

真
珠
や
瑠
璃
で　

飾
り
た
て
、

夜
も
輝
く　

奥
御
殿
。

乙
姫
様
に　

従
い
て
、

浦
島
太
郎
は　

三
年
を
、

龍
宮
城
で　

暮
す
う
ち
、

わ
が
家
恋
し
く　

な
り
に
け
り
。

帰
り
て
見
れ
ば　

家
も
な
し
、

こ
れ
は
不
思
議
と　

玉
手
箱
、

開
け
ば
白
き　

煙
が
立
ち
、

白
髪
の
爺
と　

な
り
に
け
り
。

兎

石
原
和
三
郎　

作
詞

「 

兎　

兎
、
兎
さ
ん

  

お
前
の
耳
は
、　

  

ど
う
し
て
そ
ん
な
に
長
い
の
。」

「 

耳
よ
耳
よ
、　

わ
た
し
の
耳
は
、

  

か
す
か
な
音
も
、　

聞
え
る
た
め
に
」

「 

兎　

兎
、　

兎
さ
ん
、

  

お
前
の
毛
色
は
、

  

ど
う
し
て
そ
ん
な
に
変
る
の
。」

「 

毛
色
よ
色
よ
、　

わ
た
し
の
色
は
、

  

野
山
や
草
木
に
、　

紛
れ
る
た
め
に
。」

「 

兎　

兎　

兎
さ
ん
、

  

お
前
の
前
足
、

  

ど
う
し
て
そ
ん
な
に
短
い
の
。」

「 

足
よ
足
よ
、　

わ
た
し
の
足
は
、

  

険
し
い
坂
も
、　

駈
け
上
る
た
め
。」

　

　

一
、

二
、

三
、

虹

蘆
田
恵
之
助　

作
詞

夕
立
晴
れ
て　

虹
が
出
た
。

虹
は
反
橋
、　

色
七
色
で
、

川
や
小
山
を　

跨
い
で
か
か
る
、

さ
て
も
あ
の
橋　

誰
が
か
け
た
。

夕
日
が
さ
し
て　

虹
が
出
た
。

虹
は
長
帯
、　

色
七
色
で
、

森
や
野
原
を　

束
ね
た
様
に
、

さ
て
も
あ
の
帯　

誰
が
織
っ
た
。

　

　

一
、

二
、

妙
義
山

大
和
田
建
樹　

作
詞

峨
々
た
る
巌
、　

連
り
て
、

虚
空
に
峙
つ
、　

妙
義
山
。

夏
来
て
聞
け
ば
、　

時
鳥
、

麓
の
若
葉
の
、　

陰
に
鳴
く
。

石
門
高
く
、　

白
雲
の
、

絶
間
に
開
く
る
、　

妙
義
山
。

冬
来
て
見
れ
ば
、　

降
る
雪
に
、

巌
も
枯
木
も
、　

花
ぞ
咲
く
。

　

　

一
、

二
、
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鴬 蘆田恵之助　作詞
田村　虎蔵　作曲

鴬

蘆
田
恵
之
助　

作
詞

朝
日
が
さ
し
た
、　

隣
り
の
梅
に
、

あ
れ
あ
れ
聞
え
る

ホ
ー
ホ
ケ
キ
ョ
、
ホ
ー
ホ
ケ
キ
ョ
、

ケ
キ
ョ
ケ
キ
ョ
ケ
キ
ョ
ケ
キ
ョ　
　
　

              

　
　
　
　
　
　

      

ホ
ー
ホ
ケ
キ
ョ
。

あ
の
よ
い
声
で
、　

優
し
い
声
で
、

明
日
も
来
て
鳴
け
、
鴬
よ
。

朝
日
が
さ
し
た
、　

後
ろ
の
藪
に
、

ま
た
ま
た
聞
え
る

ホ
ー
ホ
ケ
キ
ョ
、
ホ
ー
ホ
ケ
キ
ョ
、

ケ
キ
ョ
ケ
キ
ョ
ケ
キ
ョ
ケ
キ
ョ　
　
　

              

　
　
　
　
　
　

      

ホ
ー
ホ
ケ
キ
ョ
。

あ
の
よ
い
声
で
、　

優
し
い
声
で
、

何
時
も
来
て
鳴
け
、　

鴬
よ
。

お
雛
様

田
邉
友
三
郎　

作
詞

上
の
段
に
は　

内
裏
様
、

五
人
囃
子
は　

中
の
段
、

わ
た
し
の
好
き
な
、
人
形
も
、

一
緒
に
飾
り
て　

雛
祭
。

雛
の
お
道
具　

愛
ら
し
い
。

お
膳
お
椀
も　

と
り
揃
え
、

わ
た
し
の
好
き
な
、
友
達
を
、

一
緒
に
集
め
て　

ま
ま
遊
び
。

青
葉
の
笛
（
敦
盛
と
忠
度
）

大
和
田
建
樹　

作
詞

一
の
谷
の
、
軍
破
れ
、

討
た
れ
し
平
家
の
、
公
達
あ
わ
れ
。

暁
寒
き
、
須
磨
の
嵐
に
、

聞
え
し
は
こ
れ
か
、
青
葉
の
笛
。

更
く
る
夜
半
に
、
門
を
敲
き
、

わ
が
師
に
託
せ
し
、
言
の
葉
あ
わ
れ
。

今
わ
の
際
ま
で
、
持
ち
し
箙
に
、

残
れ
る
は
「
花
や
、
今
宵
」
の
歌
。
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鴬

蘆
田
恵
之
助　

作
詞

朝
日
が
さ
し
た
、　

隣
り
の
梅
に
、

あ
れ
あ
れ
聞
え
る

ホ
ー
ホ
ケ
キ
ョ
、
ホ
ー
ホ
ケ
キ
ョ
、

ケ
キ
ョ
ケ
キ
ョ
ケ
キ
ョ
ケ
キ
ョ　
　
　

              

　
　
　
　
　
　

      

ホ
ー
ホ
ケ
キ
ョ
。

あ
の
よ
い
声
で
、　

優
し
い
声
で
、

明
日
も
来
て
鳴
け
、
鴬
よ
。

朝
日
が
さ
し
た
、　

後
ろ
の
藪
に
、

ま
た
ま
た
聞
え
る

ホ
ー
ホ
ケ
キ
ョ
、
ホ
ー
ホ
ケ
キ
ョ
、

ケ
キ
ョ
ケ
キ
ョ
ケ
キ
ョ
ケ
キ
ョ　
　
　

              

　
　
　
　
　
　

      

ホ
ー
ホ
ケ
キ
ョ
。

あ
の
よ
い
声
で
、　

優
し
い
声
で
、

何
時
も
来
て
鳴
け
、　

鴬
よ
。

　

　

一
、

二
、

お
雛
様

田
邉
友
三
郎　

作
詞

上
の
段
に
は　

内
裏
様
、

五
人
囃
子
は　

中
の
段
、

わ
た
し
の
好
き
な
、
人
形
も
、

一
緒
に
飾
り
て　

雛
祭
。

雛
の
お
道
具　

愛
ら
し
い
。

お
膳
お
椀
も　

と
り
揃
え
、

わ
た
し
の
好
き
な
、
友
達
を
、

一
緒
に
集
め
て　

ま
ま
遊
び
。

　

　

一
、

二
、

青
葉
の
笛
（
敦
盛
と
忠
度
）

大
和
田
建
樹　

作
詞

一
の
谷
の
、
軍
破
れ
、

討
た
れ
し
平
家
の
、
公
達
あ
わ
れ
。

暁
寒
き
、
須
磨
の
嵐
に
、

聞
え
し
は
こ
れ
か
、
青
葉
の
笛
。

更
く
る
夜
半
に
、
門
を
敲
き
、

わ
が
師
に
託
せ
し
、
言
の
葉
あ
わ
れ
。

今
わ
の
際
ま
で
、
持
ち
し
箙
に
、

残
れ
る
は
「
花
や
、
今
宵
」
の
歌
。
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海辺 蘆田恵之助　作詞
田村　虎蔵　作曲

海
辺

蘆
田
恵
之
助　

作
詞

旭
の
光
、　

さ
し
出
ぬ
先
に
、

海
の
汀
を
、　

踏
み
行
け
ば
。

の
た
り
、
の
た
り
と　

寄
せ
来
る
波
に
、

足
洗
わ
る
る
、
心
地
よ
や
。

う
ち
寄
せ
ら
れ
た
、
貝
殻
拾
い
、

海
の
汀
を
、
踏
み
ゆ
け
ば
。

汐
に
、
追
わ
れ
て
寄
り
く
る
小
魚
、

足
に
驚
く
、
面
白
や
。

旭
の
光
、　

波
か
ら
さ
し
て
、

海
の
一
面
、　

色
赤
し
。

な
か
に
、
白
帆
の
三
つ
四
つ
五
つ
、

あ
れ
は
出
船
か
、
入
船
か
。

蝉

石
原
和
三
郎　

作
詞

梢
の
花
は
、
皆
散
り
果
て
て
、

庭
に
青
葉
の
、
繁
る
こ
ろ
、

土
の
中
よ
り
、
這
い
出
し
て
、

夏
が
来
た
ぞ
と
、
歌
う
は
蝉
よ
。

夏
の
休
み
を
、
喜
ぶ
よ
う
に
、

あ
ち
ら
の
枝
で
、
み
ん
み
ん
み
ん
み
ん
、

こ
ち
ら
の
葉
陰
で
、

　
　
　
　
　

じ
い
じ
い
じ
い
じ
い
じ
い
、

か
な
か
な
か
な
か
な
、

　
　
　
　
　

つ
く
つ
く
よ
う
し
。
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海
辺

蘆
田
恵
之
助　

作
詞

旭
の
光
、　

さ
し
出
ぬ
先
に
、

海
の
汀
を
、　

踏
み
行
け
ば
。

の
た
り
、
の
た
り
と　

寄
せ
来
る
波
に
、

足
洗
わ
る
る
、
心
地
よ
や
。

う
ち
寄
せ
ら
れ
た
、
貝
殻
拾
い
、

海
の
汀
を
、
踏
み
ゆ
け
ば
。

汐
に
、
追
わ
れ
て
寄
り
く
る
小
魚
、

足
に
驚
く
、
面
白
や
。

旭
の
光
、　

波
か
ら
さ
し
て
、

海
の
一
面
、　

色
赤
し
。

な
か
に
、
白
帆
の
三
つ
四
つ
五
つ
、

あ
れ
は
出
船
か
、
入
船
か
。

　

　

一
、

二
、

三
、

蝉

石
原
和
三
郎　

作
詞

梢
の
花
は
、
皆
散
り
果
て
て
、

庭
に
青
葉
の
、
繁
る
こ
ろ
、

土
の
中
よ
り
、
這
い
出
し
て
、

夏
が
来
た
ぞ
と
、
歌
う
は
蝉
よ
。

夏
の
休
み
を
、
喜
ぶ
よ
う
に
、

あ
ち
ら
の
枝
で
、
み
ん
み
ん
み
ん
み
ん
、

こ
ち
ら
の
葉
陰
で
、

　
　
　
　
　

じ
い
じ
い
じ
い
じ
い
じ
い
、

か
な
か
な
か
な
か
な
、

　
　
　
　
　

つ
く
つ
く
よ
う
し
。

　

　

一
、

二
、
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蝉 石原和三郎　作詞
田村　虎蔵　作曲
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しゃぼん玉 蘆田恵之助　作詞
田村　虎蔵　作曲
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蜻蛉つり 蘆田恵之助　作詞
田村　虎蔵　作曲

蜻
蛉
つ
り

蘆
田
恵
之
助　

作
詞

お
池
の
水
に
、　

き
れ
い
な
影
を
、

幾
つ
も
写
し
て
、　

飛
ん
で
は
帰
る
。

と
ん
ぼ
と
ん
ぼ
、　

か
え
っ
て
来
い
、

つ
れ
が
待
っ
て
る
、　

わ
た
し
の
側
に
。

晴
れ
た
る
空
に
、　

き
れ
い
な
姿
、

幾
つ
か
並
ん
で
、　

飛
ん
で
は
帰
る
。

と
ん
ぼ
と
ん
ぼ
、　

か
え
っ
て
来
い

つ
れ
と
遊
べ
よ　

わ
た
し
の
側
で
。

し
ゃ
ぼ
ん
玉

蘆
田
恵
之
助　

作
詞

吹
け
ば
膨
れ
る　

し
ゃ
ぼ
ん
玉
、

管
を
離
れ
て　

飛
ん
で
い
く
。

大
き
い
玉
や
、
小
さ
な
玉
が
、

風
に
吹
か
れ
て　

ふ
わ
ふ
わ
と
。

あ
ら
美
し
い　

玉
の
色
、

消
え
ず
に
上
れ　

天
ま
で
も
、

囃
す
手
拍
子
、
手
の
鳴
る
拍
子

玉
は
砕
け
て　

ぱ
っ
ぱ
っ
ぱ
。
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蜻
蛉
つ
り

蘆
田
恵
之
助　

作
詞

お
池
の
水
に
、　

き
れ
い
な
影
を
、

幾
つ
も
写
し
て
、　

飛
ん
で
は
帰
る
。

と
ん
ぼ
と
ん
ぼ
、　

か
え
っ
て
来
い
、

つ
れ
が
待
っ
て
る
、　

わ
た
し
の
側
に
。

晴
れ
た
る
空
に
、　

き
れ
い
な
姿
、

幾
つ
か
並
ん
で
、　

飛
ん
で
は
帰
る
。

と
ん
ぼ
と
ん
ぼ
、　

か
え
っ
て
来
い

つ
れ
と
遊
べ
よ　

わ
た
し
の
側
で
。

　

　

一
、

二
、

し
ゃ
ぼ
ん
玉

蘆
田
恵
之
助　

作
詞

吹
け
ば
膨
れ
る　

し
ゃ
ぼ
ん
玉
、

管
を
離
れ
て　

飛
ん
で
い
く
。

大
き
い
玉
や
、
小
さ
な
玉
が
、

風
に
吹
か
れ
て　

ふ
わ
ふ
わ
と
。

あ
ら
美
し
い　

玉
の
色
、

消
え
ず
に
上
れ　

天
ま
で
も
、

囃
す
手
拍
子
、
手
の
鳴
る
拍
子

玉
は
砕
け
て　

ぱ
っ
ぱ
っ
ぱ
。

　

　

一
、

二
、

25



お月さま 永廻藤一郎　作詞
田村　虎蔵　作曲

お
月
さ
ま

永
廻
藤
一
郎　

作
詞

お
月
様
、

お
月
様
は　

お
か
し
い
な
。

わ
た
し
が
歩
け
ば　

　
　
　
　
　

お
月
さ
ん
も
歩
く
、

わ
た
し
が
止
ま
れ
ば
、

　
　
　
　
　

お
月
さ
ん
も
止
ま
る
。

お
月
さ
ま
は
、
お
か
し
い
な
。

お
月
様
、

お
月
様
は　

お
か
し
い
な
。

丸
い
と
思
え
ば

　
　
　
　
　

次
第
に
か
け
る
、

欠
け
た
と
思
え
ば

　
　
　
　
　

次
第
に
丸
い
。

お
月
様
は
、　

お
か
し
い
な
。

菊
の
花

佐
々
木
吉
三
郎　

作
詞

咲
い
た
よ
咲
い
た
よ　

大
き
な
菊
が
、

露
に
も
萎
れ
ず　

霜
に
も
枯
れ
ず
、

花
笠
さ
し
て
、
綺
麗
に
咲
い
た
、

薫
れ
や
薫
れ
、
白
菊
・
黄
菊
。

咲
い
た
よ
咲
い
た
よ　

小
さ
な
菊
が
、

お
庭
の
眺
め
の　

荒
れ
ぬ
様
に
、

花
束
か
ざ
し
、
綺
麗
に
咲
い
た
、

匂
え
や
匂
え
、
玉
菊
・
小
菊
。
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お
月
さ
ま

永
廻
藤
一
郎　

作
詞

お
月
様
、

お
月
様
は　

お
か
し
い
な
。

わ
た
し
が
歩
け
ば　

　
　
　
　
　

お
月
さ
ん
も
歩
く
、

わ
た
し
が
止
ま
れ
ば
、

　
　
　
　
　

お
月
さ
ん
も
止
ま
る
。

お
月
さ
ま
は
、
お
か
し
い
な
。

お
月
様
、

お
月
様
は　

お
か
し
い
な
。

丸
い
と
思
え
ば

　
　
　
　
　

次
第
に
か
け
る
、

欠
け
た
と
思
え
ば

　
　
　
　
　

次
第
に
丸
い
。

お
月
様
は
、　

お
か
し
い
な
。

　

　

一
、

二
、

さ
び

菊
の
花

佐
々
木
吉
三
郎　

作
詞

咲
い
た
よ
咲
い
た
よ　

大
き
な
菊
が
、

露
に
も
萎
れ
ず　

霜
に
も
枯
れ
ず
、

花
笠
さ
し
て
、
綺
麗
に
咲
い
た
、

薫
れ
や
薫
れ
、
白
菊
・
黄
菊
。

咲
い
た
よ
咲
い
た
よ　

小
さ
な
菊
が
、

お
庭
の
眺
め
の　

荒
れ
ぬ
様
に
、

花
束
か
ざ
し
、
綺
麗
に
咲
い
た
、

匂
え
や
匂
え
、
玉
菊
・
小
菊
。

　

　

一
、

二
、
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し
お



菊の花 佐々木吉三郎　作詞
田村　虎蔵　作曲
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小さき星 桑田　春風　作詞
田村　虎蔵　作曲
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紅葉 石原和三郎　作詞
田村　虎蔵　作曲
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ポチとタマ 石原和三郎　作詞
田村　虎蔵　作曲

31



汽車 石原和三郎　作詞
田村　虎蔵　作曲

汽
車

石
原
和
三
郎　

作
詞

煙
を
吐
き
立
て　

ト
ン
ネ
ル
抜
け
て
、

千
里
の
野
原
も　

一
筋
に
。

フ
ワ
ッ
フ
ワ
ッ
、　

ガ
ラ
ガ
ラ
ガ
ラ
ガ
ラ
、

走
る
は
龍
か
、
蟒
蛇
か
、

汽
車
よ
汽
車
よ
、
あ
れ
あ
の
威
勢
。

車
を
連
ね
て　

山
道
う
ね
り
、

長
い
鉄
橋　

一
筋
に
、

フ
ワ
ッ
フ
ワ
ッ
、　

ガ
ラ
ガ
ラ
ガ
ラ
ガ
ラ
、

走
る
は
大
蛇
か
、　

大
百
足
、

汽
車
よ
汽
車
よ
、　

あ
れ
あ
の
威
勢
。

小
さ
き
星

桑
田　

春
風　

作
詞

晴
れ
た
る
夜
半
の
空
を
、

心
留
め
て
眺
め
よ
、

遠
く
小
さ
き
星
の
、

見
る
程
に
数
も
読
ま
れ
ず
。

輝
き
出
づ
る
、
其
さ
ま
は
、

空
の
園
と
こ
し
え
匂
う
、

花
と
咲
く
黄
金
・
白
銀
、

其
花
か
小
さ
き
星
よ
。

大
空
晴
れ
し
夜
半
を
、

独
り
立
ち
て
眺
め
よ
。

名
な
き
小
さ
き
星
の
、

見
る
程
に
限
り
知
ら
れ
ず
。

幽
に
光
る
、
其
さ
ま
は
、

空
の
海
底
に
潜
め
る
、

麗
わ
し
き
眞
玉
・
白
玉
、

其
玉
か
小
さ
き
星
よ
。

32



汽
車

石
原
和
三
郎　

作
詞

煙
を
吐
き
立
て　

ト
ン
ネ
ル
抜
け
て
、

千
里
の
野
原
も　

一
筋
に
。

フ
ワ
ッ
フ
ワ
ッ
、　

ガ
ラ
ガ
ラ
ガ
ラ
ガ
ラ
、

走
る
は
龍
か
、
蟒
蛇
か
、

汽
車
よ
汽
車
よ
、
あ
れ
あ
の
威
勢
。

車
を
連
ね
て　

山
道
う
ね
り
、

長
い
鉄
橋　

一
筋
に
、

フ
ワ
ッ
フ
ワ
ッ
、　

ガ
ラ
ガ
ラ
ガ
ラ
ガ
ラ
、

走
る
は
大
蛇
か
、　

大
百
足
、

汽
車
よ
汽
車
よ
、　

あ
れ
あ
の
威
勢
。

　

　

一
、

二
、

よ
わ

小
さ
き
星

桑
田　

春
風　

作
詞

晴
れ
た
る
夜
半
の
空
を
、

心
留
め
て
眺
め
よ
、

遠
く
小
さ
き
星
の
、

見
る
程
に
数
も
読
ま
れ
ず
。

輝
き
出
づ
る
、
其
さ
ま
は
、

空
の
園
と
こ
し
え
匂
う
、

花
と
咲
く
黄
金
・
白
銀
、

其
花
か
小
さ
き
星
よ
。

大
空
晴
れ
し
夜
半
を
、

独
り
立
ち
て
眺
め
よ
。

名
な
き
小
さ
き
星
の
、

見
る
程
に
限
り
知
ら
れ
ず
。

幽
に
光
る
、
其
さ
ま
は
、

空
の
海
底
に
潜
め
る
、

麗
わ
し
き
眞
玉
・
白
玉
、

其
玉
か
小
さ
き
星
よ
。

　

　

一
、

二
、
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そ
の

か
す
か

そ
の

ひ
そ

う
わ
ば
み



大江山 石原和三郎　作詞
田村　虎蔵　作曲

大
江
山

石
原
和
三
郎　

作
詞

昔
、
丹
波
の　

大
江
山
、

鬼
ど
も
、　

多
く
籠
り
い
て

都
に
出
て
は　

子
供
等
や
、

人
の
宝
を　

盗
み
行
く
。

源
氏
の
大
将　

頼
光
は
、

時
の
帝
の　

み
こ
と
の
り
、

お
う
け
申
し
て　

鬼
退
治
、

勢
よ
く
も　

出
か
け
た
り
。

家
来
は
名
高
き　

四
天
王
、

山
伏
姿
に　

身
を
や
つ
し
、

険
し
き
山
や　

深
き
谷
、

道
な
き
道
を　

切
り
開
き
。

大
江
の
山
に　

来
て
見
れ
ば
、

酒
呑
童
子
が　

頭
に
て
、

赤
鬼
・
青
鬼　

集
り
て
、

舞
え
よ
歌
え
の　

大
騒
ぎ
。

か
ね
て
用
意
の　

毒
の
酒
、

勧
め
て
鬼
を　

酔
い
潰
し
、

笈
の
な
か
よ
り　

取
り
出
だ
す
。

鎧
・
兜
に　

身
を
固
め
。

驚
き
惑
う　

鬼
ど
も
を
、

一
人
残
ら
ず　

斬
殺
し
、

酒
呑
童
子
の　

首
を
取
り
、

目
出
度
都
に　

帰
り
け
り
。

　
四
、

五
、

六
、
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大
江
山

石
原
和
三
郎　

作
詞

昔
、
丹
波
の　

大
江
山
、

鬼
ど
も
、　

多
く
籠
り
い
て

都
に
出
て
は　

子
供
等
や
、

人
の
宝
を　

盗
み
行
く
。

源
氏
の
大
将　

頼
光
は
、

時
の
帝
の　

み
こ
と
の
り
、

お
う
け
申
し
て　

鬼
退
治
、

勢
よ
く
も　

出
か
け
た
り
。

家
来
は
名
高
き　

四
天
王
、

山
伏
姿
に　

身
を
や
つ
し
、

険
し
き
山
や　

深
き
谷
、

道
な
き
道
を　

切
り
開
き
。

　

　

一
、

二
、

三
、

大
江
の
山
に　

来
て
見
れ
ば
、

酒
呑
童
子
が　

頭
に
て
、

赤
鬼
・
青
鬼　

集
り
て
、

舞
え
よ
歌
え
の　

大
騒
ぎ
。

か
ね
て
用
意
の　

毒
の
酒
、

勧
め
て
鬼
を　

酔
い
潰
し
、

笈
の
な
か
よ
り　

取
り
出
だ
す
。

鎧
・
兜
に　

身
を
固
め
。

驚
き
惑
う　

鬼
ど
も
を
、

一
人
残
ら
ず　

斬
殺
し
、

酒
呑
童
子
の　

首
を
取
り
、

目
出
度
都
に　

帰
り
け
り
。

　
四
、

五
、

六
、
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し
て
ん
の
う

し
ゅ
て
ん
ど
う
じ

し
ゅ
て
ん
ど
う
じ

め
で
た
く



大寒小寒 石原和三郎　作詞
田村　虎蔵　作曲

大
寒
小
寒

石
原
和
三
郎　

作
詞

大
さ
む
小
さ
む　

冬
の
風
、

あ
れ
あ
れ
烏
が　

四
つ
五
つ
、

か
あ
か
あ
か
あ
と　

啼
い
て
い
く
、

あ
れ
は
塒
に　

帰
る
の
か
。

大
さ
む
小
さ
む　

冬
の
風
、

あ
れ
あ
れ
木
の
葉
が　

六
つ
七
つ
、

ひ
ら
ひ
ら
ひ
ら
と　

舞
う
て
い
く
、

あ
れ
は
何
処
ま
で　

飛
ん
で
い
く
。

紅
葉

石
原
和
三
郎　

作
詞

時
雨
に
色
ま
す
、
唐
く
れ
な
い
、

夕
日
に
照
り
そ
う
、
古
金
襴

誰
が
手
に
染
め
た
る

誰
が
手
に
織
り
た
る
、

つ
や
や
か
な
り
や
、　

高
嶺
の
紅
葉

風
に
舞
い
た
つ
、
錦
の
き
れ

川
瀬
に
浮
べ
る
、
あ
や
模
様

誰
が
手
に
染
め
た
る
、

誰
が
手
に
織
り
た
る
、

は
な
や
か
な
り
や
、
谷
間
の
紅
葉

ポ
チ
と
タ
マ

石
原
和
三
郎　

作
詞

こ
の
子
は
ポ
チ
と　

申
し
ま
す
、

ち
ん
ち
ん
お
あ
ず
け　

み
な
上
手
。

今
に
大
人
に　

な
っ
た
な
ら
、

ご
門
の
番
を　

よ
く
し
ま
し
ょ
う
。

こ
の
子
は
タ
マ
と　

申
し
ま
す
、

毎
日
元
気
に　

遊
び
ま
す
。

今
に
大
人
に　

な
っ
た
な
ら
、

鼠
の
番
を　

よ
く
し
ま
し
ょ
う
。
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大
寒
小
寒

石
原
和
三
郎　

作
詞

大
さ
む
小
さ
む　

冬
の
風
、

あ
れ
あ
れ
烏
が　

四
つ
五
つ
、

か
あ
か
あ
か
あ
と　

啼
い
て
い
く
、

あ
れ
は
塒
に　

帰
る
の
か
。

大
さ
む
小
さ
む　

冬
の
風
、

あ
れ
あ
れ
木
の
葉
が　

六
つ
七
つ
、

ひ
ら
ひ
ら
ひ
ら
と　

舞
う
て
い
く
、

あ
れ
は
何
処
ま
で　

飛
ん
で
い
く
。

　

　

一
、

二
、

紅
葉

石
原
和
三
郎　

作
詞

時
雨
に
色
ま
す
、
唐
く
れ
な
い
、

夕
日
に
照
り
そ
う
、
古
金
襴

誰
が
手
に
染
め
た
る

誰
が
手
に
織
り
た
る
、

つ
や
や
か
な
り
や
、　

高
嶺
の
紅
葉

風
に
舞
い
た
つ
、
錦
の
き
れ

川
瀬
に
浮
べ
る
、
あ
や
模
様

誰
が
手
に
染
め
た
る
、

誰
が
手
に
織
り
た
る
、

は
な
や
か
な
り
や
、
谷
間
の
紅
葉

　

　

一
、

二
、

ポ
チ
と
タ
マ

石
原
和
三
郎　

作
詞

こ
の
子
は
ポ
チ
と　

申
し
ま
す
、

ち
ん
ち
ん
お
あ
ず
け　

み
な
上
手
。

今
に
大
人
に　

な
っ
た
な
ら
、

ご
門
の
番
を　

よ
く
し
ま
し
ょ
う
。

こ
の
子
は
タ
マ
と　

申
し
ま
す
、

毎
日
元
気
に　

遊
び
ま
す
。

今
に
大
人
に　

な
っ
た
な
ら
、

鼠
の
番
を　

よ
く
し
ま
し
ょ
う
。

　

　

一
、

二
、
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ね
ぐ
らど

こ

し
ぐ
れ

こ
き
ん
ら
ん

たたたた
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